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１．はじめに

　三角形の面積は、小学校5年で学習するが、面

積については、4年生で長方形･正方形について

履修し、5年生で、それらの既習事項を活用する

形で、平行四辺形そして三角形の面積の求め方

を考えるという流れである。学習指導要領では、
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表１

となっている。長方形 ･正方形が基本となり、

他の図形の面積に応用する手順となっているが、

実際には、三角形もきわめて重要な役割を持っ

ている。「正多角形」や「一般の多角形の内角の

和」さらに中学・高校では、「合同条件」、「三角比・

三角関数｣、と学年進行とともに寧ろ三角形の方

が活用頻度が高くなってくる。また、面積につ

いては、1cm２を基準として定義されており、5年

生の小数・分数のかけ算・わり算の導入や説明

で面積を使用している。ここで問題となるのが、

面積の概念が連続量として定着していないと思

われる段階で、小数や分数のかけ算・わり算の

道具（教材）として面積が使われることである。

どこかで、連続量の概念を学習しなければなら

いと考えるが、現行の教科書では教師が意識を

して補足するしかなさそうである。面積につい

ては、高等学校での定積分まで係わってくる重

要な概念であり、是非、小学校段階での適切な
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指導が望まれる。実際、学校現場で面積がどの

ように取り扱われているのか、またどのように

考えられているか等の研究をしていきたいと考

えており、県下の小学校の算数の授業を観察さ

せてもらっている。その中から一つの事例を取

り上げてみたい。

　本稿は、小学校における図形の面積の指導、

特に三角形についての事例を紹介するものであ

る。ここでは、沖縄市立宮里小学校における校

内研修（2017年）での 5学年の研究授業を中心

に述べる。

２．図形の面積、指導の流れ

　沖縄市立宮里小学校は児童数1，136人，学級

数 38クラス（平成 29年度 4月）の沖縄県下で

も有数のマンモス校で、職員数も50人を超える。

平成 29年 9月 27日に実施された 5年 3組の授

業について紹介する。14時間で構成された単元

｢図形の面積｣の第 4時が、本授業である。単元

の目標及び指導計画 ･評価計画は以下の通りで

ある。

（１）単元の目標

　　平面図形の面積が計算で求められる事の理

　　解を深め、面積を求められるようにする。

　・三角形、平行四辺形、ひし形及び台形の面

　　積の求め方を考える。

　・多角形の面積を三角形などに分けて求める。

（２）単元の指導計画・評価計画（全14時間）
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　小単元の下にある（　）内の数字は、配当時

間を表している。平行四辺形の面積に３時間、

等積変形によって長方形の面積に帰着できるこ

とを学習する。そして、三角形の面積へと進行

する。

３．三角形の面積、本時の展開

　本時の目標は「三角形の面積の求め方を考え

させる」内容である。公式化は本時では行わず、

等積変形や倍積変形などの作業を中心に ｢考え

させる ｣のである。次回に公式化を図ることと

なる。ここでは授業を、（１）導入　（２）展開　

（３）まとめ、の3段階に分けて考察していくこ

ととする。

（１）導入
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（２）展開

　教科書は使用せず、教科書にある三角形を拡

大したものを準備し、児童の前で提示して、面

積について求め方を考えさせる。児童は発問も

多く教師とのやり取りも活発で、普段の授業づ

くりの成果だと思われるが、教師が児童と良好

な関係を構築しているのが瞬時に判断できた。

教室が明るく、見ているものも思わず微笑みが

漏れてくる。

- 101 -



琉球大学教育学部紀要　第 93集

図

　発表もグループ全員が前で行い、質疑を受

けて応答するという方法であった。姿勢も堂々

としたもので、かなり慣れてきているように

見えた。

　児童全員に三角形を配布し、各人がはさみ等

を使用しながら思い思いに等積変形を行ってい

る。まずは個人での作業で考えをまとめる。次

にグループの活動に移る。各自の発表を終えた

後、グループ内でお互いの求め方を比較し、グ

ループの意見として整理していく。臆すること

なく活発な意見交換や話し合いが行われており、

小学 5年生でここまで整然と、グループ討議が

できている事に驚いた。司会進行や発表方法、

聞く態度等もきちんと指導されているのがわか

る。教師は、期間巡視で、グループの様子を確

認しながら、必要に応じて的確にアドバイスを

行っている。

　児童の考える等積変形は、ほぼ教師の予想す

るものであったが、ひとつのグループは、全く

予想外の変形をしてきた。それは、以下の図の

ように三角形を細かく切って長方形にしたもの

であった。
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（３）まとめ

　児童の作業にかなり熱が入り、発表や質疑応

答も活発に行われてため、まとめる時間が少し

足りなくなってしまい、急ぎ足での説明であっ

た。公式は次時で取り扱うので、本時は、既習

事項で求積ができるという確認が取れれば良い

ので問題はない。

４．授業の分析及び考察

　片山 ･田川 ･谷（2013）は、小学校における

面積（あるいは広さ）の本質は、以下の性質（Ⅰ）

～（Ⅳ）だとしている。

　（Ⅰ） 1辺が 1の正方形の面積は1である

　（Ⅱ）ある図形を 2つ、またはそれ以上に分

      割したとき、分割された図形の面積を足

　　　 し合わせると、もとの図形の面積と変わ

　　　 らない

　（Ⅲ）移動（平行移動、回転、裏返し）しても

　　　 面積は変わらない

　（Ⅳ）与えられた2つの図形に対して、ある図

　　　 形を含む図形は含まれる図形よりも面積

　　　 が大きい

　大人にとっては、ある意味当然とも思えるこ

れらの性質は、小学校 4年生から面積を学習す

る児童にとっては、（Ⅰ）～（Ⅳ）の概念が全て

定着するには個人差があり、ましてや 5年生の

段階では厳しいものがあると考える。そのこと

を踏まえた上で教師は指導しなければならない

し、面積に限らず、他の単元にも言えることで

ある。そのため、算数においては、試行錯誤を

通した作業を経て公式等の意味を理解させるこ

とも重要になってくる。また、現実の事例と関

連させた教材を使うことで、算数の有用性・有

効性を実感させる取組もしなければならない。

　面積の連続性と定積分の関連性に関しては、

宮里小学校の教師は、ほとんど意識した事はな

いようであった。算数教育の難しさは、数学レ

ベルのある程度の知識や概念が定着すると、こ

れまでの算数の修得過程を忘れてしまうことに

ある。公式や解き方の手順などが思考の中心と

なってしまい、本質よりも解法を機械的に覚え

てしまうところがある。例えば、分数の足し算

はできるが、その意味をきちんと説明できる大

学生は少ない。

　宮里小学校 5 年生に対する事前アンケートか

ら、59％が「算数の授業は好き」と答えており、

さらに、73％は「算数の授業で話し合い活動が

好き」と回答している。他にも「算数の授業で

自分の考えを、言葉や図でかくことができる」

が 71％、「算数の授業で友達の考えと自分の考

えを比べながら聞くことができる」が 75％と、

かなり高い数値を示しており、普段の授業から

アクティブラーニングを行っていることが伺え

る。
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５．おわりに

　今回の宮里小学校における三角形の面積の指

導については、今求められている「主体的 ･ 対

話的で深い学び』に関する授業の参考事例であ

る。特に、『深い学び』に関しては、児童の活

動のさせ方のみではなく、今後、重要なのは、

教師が教材のそのものをしっかりと分析し、指

導方法や授業での取り扱い、思考させるタイミ

ングや過程、考えさせ方（内容）・発問等を研

究していく必要があるということではないか。
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